


放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

非常用備品チェックリスト
番号 備品名 チェック欄
1 懐中電灯
2 アルカリ乾電池（各種類）
3 ゴミ袋（大小）
4 軍手（大人用、子供用）
5 ガムテープ
6 ホッカイロ（貼る用含む）
7 非常食（人数分×３日分など）※アレルギー対応食も用意
8 非常用飲料水（人数分×３日分など）
9 紙コップ（人数分×３日分など）
10 ブランケット又は毛布（アルミの物なら尚可）
11 バスタオル・フェイスタオル
12 ブルーシート
13 おしりふき
14 ウェットティッシュ
15 ポケットティッシュ
16 簡易トイレ
17 飴等簡易的に糖分が取れるもの
18 救急用品バッグ

救急用品チェックリスト

番号 用品名 チェック欄
1 絆創膏（様々なサイズを用意）
2 消毒液
3 ガーゼ（ガーゼを止めるテープも用意）
4 包帯（ネット包帯・伸縮性包帯など各種用意）
5 三角巾
6 湿布
7 体温計
8 熱さまシート
9 使い捨て手袋
10 使い捨てマスク
11 瞬間冷却パック
12 ピンセット
13 テーピングテープ
14 ポイズンリムーバー
15 綿棒

□　ここでは、非常時備品のチェックリストの一例を示しましたが、各放課後児童クラブの実状に合わせて、項目を
追加いただければと考えています。
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保護者
□
□
□
□
□

緊急時に備え、保護者の連絡先を把握したり、コミュニケーションをとって、関係性を作るようにしましょう。
つらそうにしている保護者に対しては、思いを吐き出し、受け止められるような機会や場所を作りましょう。
子育てに関する悩みを共有し、信頼関係を作りましょう。
児童のよいところを保護者に伝え、児童や保護者のがんばりを肯定的に認めましょう。
行事などを通じて、児童たちと一緒に気分転換のできる機会を作ります。

放課後児童支援員等同士
□
□

問題を一人で抱え込まないように、何でも言い合える職場環境を整えましょう。
ひとりの放課後児童支援員等が仕事を抱え込まないように、業務のバランスをとって、皆が長く勤められる職場を目指しましょう。

関係機関との連携
□ 事故・災害時に連携がとれるように、日頃から関係機関と情報交換をとるようにしましょう。また、安全対策に

ついても、共通意識が持てるように、協力体制の構築も心がけましょう。

研究８では、放課後児童クラブ、放課後子共教室で使用できるモデルマニュアルについて、実践の中で特に重要に思
われるミニマムエッセスに絞って45の項目を掲載しました。研究１～７までの結果を踏まえ、放課後児童クラブで
特に発生率の高い事故、児童が負傷しやすい部位、基本的な事故・災害対応など緊急時の速やかな対応に役立てるよ
うに項目を選定して、作成、編集しました。
マニュアルの活用の部分でも示したようにマニュアルは現場の放課後児童支援員等にとって支援や緊急時の対応の指
針になるものです。全国にひとつとして同じ環境構成の放課後児童クラブがないように、ミニマムエッセス押さえな
がらも、各放課後児童クラブの実状に合わせた独自のマニュアルが作成されていくための基礎資料となることを念頭
に置きながらモデルマニュアルの提示を行いました。
今回の調査では、問題の発見、経験を踏まえて、各放課後児童クラブのマニュアルが充実、強化されていく傾向が明
らかになりました。マニュアルは一度作られればそれで終わりではなく、新たに発生する危機に対応しながら改訂さ
れていくことが望まれます。本調査研究事業がその際の一助にあれば幸いです。
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研究 7　まとめと提言
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放課後児童クラブの事故・災害対応等マニュアルに関する調査研究

引用・参考文献
本調査研究事業において、全国の放課後児童クラブから 200以上のマ
ニュアルをご送付頂きました研究８では、そのマニュアルを参考、引用
しながら作成させて頂きました。
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おわりに

本調査研究は、放課後児童クラブの事故災害等マ

ニュアルの状況と実際に現場で発生している事故災

害等との関係性からマニュアルの評価、検証を行っ

た。全国的な規模で、量的調査及び質的調査を実施

することにより、社会調査の結果に基づいたモデル

マニュアルの提起を試みた。

本調査からは、放課後児童クラブにおいてどのよ

うな事故災害がどのような要因に基づいて発生して

いるのかその概要を統計解析の手法を用いて把握す

ることができた。それに対応したマニュアルとなる

ように、ミニマム・エッセンスとしてマニュアル項

目の提示を行った。

調査結果については、そのすべてを報告書に反映

できなかった部分もある。 そのため、今後は、より

詳細に事故災害等のマニュアルの分析に加え、どの

ような要因が事故と結びつき、その軽減にはどのよ

うなマニュアル項目の設定や活用方法が求められて

いるのか、組織レベルの分析を並行して進めていく

つもりである。　　 

また、今回の調査では、質的調査の分析から、災

害事故の現場でどのようにマニュアルが活用されて

いるのかを明らかにすることができた。これらの調

査結果は、今後、各放課後児童クラブの規模や地域

性等も考慮した事故災害マニュアルを各放課後児童

クラブが作成する際の基礎資料になると考えられ

る。今後もデー タの分析を継続し、放課後児童クラ

ブの児童の安全安心に繋がるモデルマニュアルの提

起ができるように研究を継続していくつもりであ

る。本調査研究によって得られた研究成果について

は、今後、学会などで報告をする予定である。
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